
松 本 市 公 民 館 報 第433号【島内版】

令和２年1月１日現在
総人口
男
女

世帯数

12,716人
6,209人
6,507人
5,356世帯

電話　47-0264
FAX　40-1264島内公民館

③ 2020（令和 2）年1月30日（木）

昨
年
12
月
15
日
（
日
）
ウ
ッ
ド

タ
ウ
ン
小
宮
町
内
公
民
館
に
お
い

て
、
一
昨
年
に
続
き
二
回
目
の
開

催
と
な
る
「
鉄
道
模
型
展
示
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

私
は
以
前
よ
り
鉄
道
模
型
に
興

味
が
あ
り
、
様
々
な
車
両
を
収
集

し
て
き
ま
し
た
（
気
が
付
け
ば
収

集
歴
30
数
年
）。
そ
こ
で
「
こ
れ
ら

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
お
蔵
入
り
に

す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
」
と
思

う
よ
う
に
な
り
、
展
示
会
の
開
催

に
い
た
り
ま
し
た
。

昔
は
「
趣
味
の
王
様
と
言
え
ば

鉄
道
模
型
」
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
奥

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
日
々
の

パ
ー
ト
務
め
の
傍
ら
、
会
場
準
備

に
２
ケ
月
間
の
時
間
を
割
き
「
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
来
場
者
が
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
か
」
を
考
え
、

会
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
鉄
道
以
外

の
収
集
品
、
大
人
も
懐
か
し
い
と

思
う
「
昭
和
時
代
の
光
や
音
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
セ
ッ
ト
も
展
示
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
当
町
会
以
外
か
ら
も

大
勢
来
館
い
た
だ
き
、
車
両
で
は

「
新
型
Ｅ
３
５
３
系
あ
ず
さ
」「
四

季
島
」「
瑞
風
」
に
人
気
が
集
ま
り
、

楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
台
風
19
号
に
よ
り
甚
大

な
被
害
を
被
っ
た
方
々
へ
少
し
で

も
ご
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
た

ら
と
の
思
い
か
ら
、
展
示
会
場
に

お
い
て
募
金
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

展
示
会
及
び
募
金
活
動
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
小
宮

�

町
内
公
民
館
長　
稲
田　
隆

赤
葊
公
民
館
長
退
任

こ
の
度
は
急
な
話
で
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
し
た
が
、
新
た
な
ご

縁
で
昨
年
11
月
か
ら
松
本
商
工
会

議
所
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
ま
さ
か
、
ま
た
定
期

券
で
街
に
通
う
こ
と
に
な
ろ
う
と

は
、
人
生
と
は
分
か
ら
な
い
も
の

で
す
。

２
年
７
ケ
月
と
い
う
中
途
半
端

な
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
す
み
ま

せ
ん
。
が
、
地
域
の
皆
様
に
ず
っ

と
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
今
更

な
が
ら
気
づ
い
て
い
ま
す
。

島
内
の
歴
史
本
の
製
作
と
い
う

宿
題
は
、
今
春
を
目
指
し
最
後
ま

で
責
任
を
全
う
し
ま
す
の
で
、
ど

う
か
お
許
し
く
だ
さ
い
。
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

�

赤
葊　
三
郎

髙
山　
正
子
（
小　
宮
）　

山
岸　
和
彦
（
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
小
宮
、小
宮
西
）

髙
山
美
代
子
（
高　
松
）　

中
村
ま
り
子
（
島
高
松
）　

岩
渕
美
代
子
（
島
高
松
）　

丸
山　
了
子
（
島
高
松
）

○
細
田　
元
子
（
北　
中
）　

栁
澤
三
枝
子
（
南　
中
）　

原　
　
健
一
（
青　
島
）　

丸
山　
善
司
（
青　
島
）　

羽
田　
　
茂
（
青　
島
）　

宮
下　
信
一
（
中　
田
）　

有
馬　
悦
子
（
新　
橋
）　

髙
橋　
尚
子
（
新　
橋
）　

平
林　
和
子
（
松　
島
）　

◎
武
井　
征
房
（
松　
島
）　

大
久
保
節
子
（
東　
方
）　

島
村　
貴
子
（
東　
方
）　

髙
島　
和
枝
（　
町　
）　

岡
本　
由
夫
（
北　
方
）　

麻
和　
秀
明
（
上
平
瀬
、
平
瀬
川
西
）

望
月　
昭
子
（
平
瀬
川
東
、下
田
、犬
飼
新
田
）

○
大
沢　
勝
人
（
山　
田
）　

近
松
知
志
子
（
主
任
児
童
委
員
）

黒
岩　
道
別
（
主
任
児
童
委
員
）

（
◎
会
長
、
○
副
会
長
）

民
生
児
童
委
員
　
　
　
　
　

令
和
元
年
12
月
１
日

に
改
選
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令和初めての三九郎が各地で行われ
ました。島内地区では、春の鳥居火、
各神社の例大祭、夏の青山様・ぼん
ぼん、灯篭まつり。秋は大運動会、
文化祭など。伝統行事も昭和から平
成に生まれたお祭りも、｢地域の歴史

と人をつなぐ行事｣として館報に度々取り上げてきました。
一方で、このような行事や各地に残る風習の伝承が難しく
なってきている現状もあります。館報に記録と記憶を留め
ながら、地域の未来を考える機会にしたいものです。

「
標
柱
」
は
史
跡
文
化
財
の
表
札

で
あ
り
、
遺
跡
発
掘
地
点
や
歴
史

的
遺
産
の
存
続
箇
所
な
ど
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
地
区
内
で
は
、「
老

根
田
縄
文
遺
跡（
古
代・山
田
）」「
平

瀬
城
跡
（
中
世
・
下
田
）」「
長
尾

道
の
渡
し
舟
場
跡
（
近
世
・
高
松
）」

「
島
内
小
学
校
跡
（
近
世
・
青
島
）」

な
ど
22
箇
所
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
取
組
み
は
、
昭
和
60
年
頃

に
松
本
市
地
域
文
化
財
連
絡
協
議

会
が
発
足
し
、
地
域
の
歴
史
文
化

財
の
保
護
活
動
の
一
環
と
し
て
始

ま
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
地
区
で

は
、
故
大
久
保
知
己
さ
ん
を
中
心

に
、
柱
な
ど
材
料
支
給
の
労
務
奉

仕
で
設
置
し
て
き
ま
し
た
。
近
年

は
劣
化
に
よ
る
付
替
え
を
検
討
し

て
い
ま
し
た
。
昨
年
度
、
町
会
連

合
会
か
ら
の
補
修
支
援
に
よ
り
、

標
柱
の
文
字
名
称
板
を
ア
ク
リ
ル

製
に
か
え
、
ペ
ン
キ
補
修
で
柱
自

体
も
衣
替
え
し
ま
し
た
。
今
回
の

取
組
み
が
、
史
跡
等
の
周
知
に
役

立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

�

島
内
史
談
会
長　
髙
山　
和
卓
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